
2024年度

事業報告書

さんむわくわく館

ＮＰＯ法人教育サポートＧＡＡ



- 1 -

活動の概要

開館日
毎週月･水･木曜日 午前９時～午後７時 年間１２３日

利用者数
登録者数 ５８人

年間延べ利用者数 １,０７３人

１日平均延べ利用者数 ８.７人

時間帯別利用者数 ９:00～12:00 ７.０人

12:00～13:00 ６.４人

13:00～15:00 ６.７人

15:00～19:00 ４.９人

利用者の年齢層 ０歳～18歳
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年間利用者数
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事 業 費

年間予算 7,900,000円

事 業 経過

………………………………………………………………………４月 第１期開始
山武市校長事業説明会

５月 「さんむわくわく館だより」第６号発行（市内全児童生徒に配布）
山武市教育委員会「日本語交流会」会場提供（～７月）

７月 第１期終了
わくわく書道体験（席書）
夏休み子ども学習会（小学生）

８月 プログラミング講座（初級）
プログラミング講座（中級）
門扉改修

………………………………………………………………………９月 第２期開始
10月 「さんむわくわく館だより」第７号発行（小中学校教職員に配布）

子ども秋の学習会（中学生、～２月）
11月 プログラミング講座（上級）

軽スポーツ･調理体験
「わくわく通信」第１号発行

12月 プログラミング講座（上級）
書道体験（書初め）
「わくわく通信」第２号発行
倉庫･自転車置場ひさし設置
第２期終了

………………………………………………………………………１月 第３期開始
「わくわく通信」第３号発行

２月 次年度行政移管のための運営試行
「わくわく通信」第４･５号発行

３月 第３期終了

書道･書き初め体験

◇ ねらい 席書や書初めの基本練習を体験し、納得のいく作品を仕上げる
◇ 日 時 ７月10日、12月25日（午前部、午後部）
◇ 状 況 ・和やかに練習し落ち着いて作品作りに取り組んだ。

・作品は後日展覧会に出品した。
・参加者は仕上げた作品を手にしてとても満足していた。
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プログラミング講座

◇ ねらい 簡単なプログラムを作成してロボットや３Ｄプリンターを思い通りに動かす。
◇ 日 時 (1) 初級：８月５日

(2) 中級：８月19日
(3) 上級：11月３日

◇ 状 況 ・級別にしたことによってスキルに応じた支援ができ、子どもの満足
度も高まった。

・プログラミングを通して判断力や表現力を高めることができた。

日本語交流会への協力

◇ ねらい 外国にルーツを持つ子どもたちの日本語学習を支援する。
（山武市教育委員会・城西国際大学共催）

◇ 日 時 ５月～７月（月1回） 17:30～18:45
◇ 状 況 ・城西国際大学の学生を講師に日本語交流（学習）会を実施した。

・日本語カードを使ったゲームでは、身振り手振りを交えながら
楽しく参加していた。

・回を重ねる毎に学生との距離が縮まり日本語力が高まった。

まとめ
○ 個別の支援計画の作成によって最適な学び支援ができた。

○ プログラミング機材（ドローン）の導入によって習熟度に合わせたコース別支

援ができた。

○ １日当たりの利用者数はほぼ安定しているが、日によって10数名の日があっ

た。

○ 利用時間は、午前午後ともほぼ同様の割合であるが、15時以降は特に秋から冬

にかけて利用者が少なかった。

○ 利用者が同時に10名以上いたり、施設外活動希望者がいるとスタッフが足り

ず、支援が手薄になった。

○ 元気なのに登校できないでいる利用者が利用するようになったことにより、こ

れまでの支援方針の修正が必要となっている。そのための支援研修や情報共有

も必要不可欠となっている。

○ 多様な子どもにそれぞれに即した個別最適な支援を行うには、スタッフを増や

す必要がある。行政と更に調整し、施設外活動日を年間計画に位置づけたり、

予約状況を共有して利用者の多い日に応援スタッフを要請するなどする必要が

ある。

○ 行政移管したことによって支援方針や支援対象者に微妙な差異が見られる。今

後も月1回の情報共有会議を持ち、子ども目線に立つ、より良い支援を追求し

ていく必要がある。
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《資料》

さんむわくわく館だより
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わくわく通信
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書道･書き初め体験

◇ ねらい 席書や書初めの基本練習を体験し、納得のいく作品を仕上げる

◇ 日 時 ７月10日、12月25日（午前部、午後部）

◇ 状 況 ・和やかに練習し落ち着いて作品作りに取り組んだ。

・作品は後日展覧会に出品した。
・参加者は仕上げた作品を手にしてとても満足していた。
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プログラミング講座

◇ ねらい 簡単なプログラムを作成してロボットや３Ｄプリンターを思い通りに動かす。
◇ 日 時 (1) 初級：８月５日

(2) 中級：８月19日
(3) 上級：11月３日

◇ 状 況 ・級別にしたことによってスキルに応じた支援ができ、子どもの満足
度も高まった。

・プログラミングを通して判断力や表現力を高めることができた。

この活動では、主催者の広報活動や報告等のために写真や動画の撮影をします。撮影した画像等は、

個人が特定されないように配慮します。また、本事業以外には使用しません。
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日本語交流会への協力

◇ ねらい 外国にルーツを持つ子どもたちの日本語学習を支援する。
（山武市教育委員会・城西国際大学共催）

◇ 日 時 ５月～７月（月1回） 17:30～18:45
◇ 状 況 ・城西国際大学の学生を講師に日本語交流（学習）会を実施した。

・日本語カードを使ったゲームでは、身振り手振りを交えながら
楽しく参加していた。

・回を重ねる毎に学生との距離が縮まり日本語力が高まった。

運 営 ス タ ッ フ

◇ マネージャー
戸村恒夫（4～6月）
前田恭弘（7月以降）

◇ スタッフ
鵜澤洋子 大木順子 小川洋子 佐瀬雅子

◇ サポーター
齋藤伸之 石井由美子 鵜澤政仁 井上敦子
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さんむわくわく館

Tel : ０４７５（５３）５９７６
Address：千葉県山武市成東 2553-1
Mail:gaa.wakuwakukan@gmail.com
Hp :https://gaawakuwakukan.wixsite.com/my-site-1

NPO法人教育サポートGAA

Tel : ０７０（３９７７）６６００
Address：千葉県山武市成東2553-1
M ail :ga a. sam mu@gm ail.co m
Hp : https://gaasammu.wixsite.com/mysite

さんむわくわく館は日本財団の助成を受けて活動しています。


